
広島県立文書館 企画展

平成１４年（２００２）７月２６日 (金)～１０月２６日 (土)

応
召
兵
士
と
そ
の
家
族

は
じ
め
に

県
庁
の
援
護
恩
給
室
に
は
、
か
つ
て
陸
軍
省
が
管
理
し

て
い
た
「
陸
軍
兵
籍
簿
」
が
書
庫
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。

軍
人
恩
給
や
遺
族
年
金
等
の
証
拠
資
料
と
し
て
、
い
ま
な

お
業
務
で
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
書
類
で
あ
る
。
戦
争
犠

牲
者
へ
の
追
悼
や
援
護
な
ど
を
行
う
援
護
行
政
は
、
重
い

過
去
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
。

援
護
行
政
の
発
端
は
、
戦
争
で
あ
っ
た
。
戦
中
の
軍
人

と
そ
の
遺
家
族
へ
の
援
護
は
、
戦
争
遂
行
に
不
可
欠
な
も

の
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
敗
戦
直
後
の
占
領
下
の
援
護
行

政
は
、
復
員
・
引
揚
者
援
護
な
ど
、
敗
戦
処
理
が
中
心
と

な
っ
た
。
講
和
条
約
発
効
に
よ
る
独
立
後
、
国
家
補
償
の

精
神
に
基
づ
く
各
種
の
援
護
が
始
ま
っ
た
。
援
護
の
拡
充

と
公
平
を
求
め
る
諸
団
体
の
要
求
運
動
に
よ
り
、
援
護
行

政
は
次
第
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

現
在
、
政
府
、
自
治
体
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ
り
、

戦
没
者
を
追
悼
す
る
各
種
の
行
事
が
催
さ
れ
て
い
る
。
戦

争
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
行
事
は
、
戦
中
に
は
、「
聖
戦
完

遂
」
の
観
点
か
ら
戦
死
者
を
顕
彰
す
る
も
の
と
し
て
実
施

さ
れ
た
。
敗
戦
後
の
占
領
下
で
は
、
戦
死
者
の
顕
彰
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、国
家
に
よ
る
追
悼
行
事
も
否
定
さ
れ
た
。

現
在
の
戦
没
者
追
悼
行
事
は
、
講
和
条
約
発
効
後
、
歴
史

的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
企
画
展
で
は
、
援
護
行
政
の
系
譜
と
戦
没
者
追
悼

の
変
遷
を
、
公
文
書
を
中
心
に
、
写
真
や
個
人
が
所
蔵
す

る
書
類
で
振
り
返
っ
て
み
る
。
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高田郡生桑村の忠魂碑

高田郡生桑村（現美土里町）では昭和9年(1934)に忠魂碑が，昭和12年(1937)に招魂社がその向かいに建立
された。忠魂碑の左右に日清戦争からシベリア出兵にいたる戦没者の碑が12基建てられている。手前の石柱は日
中戦争から太平洋戦争に至る戦没者の名を刻んでいるが，その数は84。
敗戦後，進駐軍が来村するということで，忠魂碑を倒したが，視察に訪れた進駐軍の中尉が元に戻すことを許可
した。碑がやや傾いているのはそのためである。

日露戦役30周年記念生存者記念撮影

昭和10年(1935)は日露戦争30周年に当たり，3
月10日の陸軍記念日には遺家族や傷痍軍人を慰
安するなど各地で記念行事が行われた。大竹町
（現大竹市）では日露戦争従軍者が招魂社に集合
した。

山野村役場の兵事関係書類

町村役場では兵事関係，中でも徴兵に関する事務は重要な業務で，各種の名簿
や台帳などが整備されていた。旧山野村（現福山市）では大量の役場文書が現
地の人々によって保存されたが，兵事関係の文書も数多く残されている。

帰休・退営記念の盃と徳利　

満20歳の成年男子は徴兵検査を受け，甲種合格者のうちから
抽選で軍隊に現役として徴集された（入営）。現役期間は2年
で，中途で帰休（現役のまま除隊）となることもあった。
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出征兵士の歓送 佐伯郡河内村　昭和12年（1937）8月16日

昭和12年7月に日中全面戦争に突入すると，同月末に大動員が
行われ，その後も毎月のように召集があり，その都度兵士の歓
送が行われた。左端は村長。

出征祝いの幟　　昭和13年(1938)9月

山県郡壬生町（現千代田町）の三谷盛夫
は昭和10年に徴兵検査を受け，甲種合
格（50人中15人）だったが，抽選漏れ
で現役徴集されず。日中戦争勃発後，
「若い青年は，吾も吾もと出征，国のた
め，天皇陛下のためにと，適齢期のもの
であれば，誰もがそうであったように，
私も今か今かと待ちました。」昭和13年
9月10日夜，召集令状が届く。「私はい
よいよ来るものが来たなと，武者振るい
というか，何ものにも例えがたい思いが
脳裏をかすめ」た。16日，入隊の日の
早朝，写真館に頼んで家族で記念撮影
（表紙の写真），叔父作成のこの幟を先頭
に見送り行進をしてもらった（三谷盛夫
『自叙伝』）。「戦争絶対反対」の文字は自
身の悲惨な戦争体験から，最近になって
書いたもの。

「応召軍人名簿」

武運長久を祈るはがきと出
征兵士のはがき

加計町では応召された兵士
たちは長尾神社で武運長久
祈願を受け，戦地に赴いた。
長尾神社は出征兵士に武運
長久を祈るはがきを送り，
兵士たちはその返礼の手紙
やはがきを神社に送った。

銃後後援強化週間の貼紙
昭和14年(1939)10月　

慰問袋の発送　大竹町　昭和13年(1938)頃

兵士が使用する日用品や食料品を詰め，戦地に送った。

町村役場の軍事援護関係書類

働き手を召集されたことで，生計が困難となった遺家族には軍事扶助が行
われた（「軍事扶助関係書類綴」）。また，遺家族に対する労力奉仕をはじめ，
物心両面にわたる援護が重視された（「軍人遺家族援護事業一件」）。援護活
動を進めるため町村ごとに銃後奉公会が結成された（「銃後奉公会綴」）。
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「戦死者･病死者･公報･内報綴」

戦死の知らせは役場を通じて伝
達された。

戦死通知電報　昭和12年
(1937)11月14日

この兵士は，父母兄弟と妻，
それにこの年生まれたばか
りの長男を遺して戦死し
た。

豊田郡久友村における戦没者村葬

戦没者の遺骨が町村に帰還すると村境まで出迎え，その後村葬が盛大
に執り行われた。大崎下島の久友村（現豊町）では，住民一同海岸に
出迎え，村葬が催された。同村では昭和13年(1938)に招魂社が建立さ
れ，戦没者が合祀されるようになった。

金鵄勲章

戦功のあった将兵には金鵄勲章が授与され，金鵄勲章年金が与えら
れた。戦死者遺族には5か年間年金が下賜された。功1級から功7級
まであり，兵は功6級が上限であった。昭和16年(1941)以降，年金
は廃止され一時金となった。

特別賜金授与証　

戦争（事変）で死没した軍人・軍属の遺族には死没者特
別賜金が下賜された。額は一般には発表されないことに
なっていたが，上等兵の場合1,400円，伍長の場合1,600
円など階級によって差があった。

戦没軍人未亡人慰問講話会　呉市　昭和14年(1939)11月20日

銃後奉公会が中心となって，戦没者の妻に対する精神指導が行われた。「遺族会
等ノ団体ヲ結成スルハ種々ノ点ヨリ相当考慮ヲ要スル」として（軍事保護院『戦
没者遺族指導要綱』），遺族会の結成は事実上禁止された。
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国を護った傷兵護れ（リーフレット）

傷痍軍人台帳　

『遺族のしをり』と『戦没者遺族指導要綱』

中国・済南陸軍病院での慰問公演　昭和14年(1939)

傷痍軍人証と戦傷証明書

三谷盛夫は昭和13年(1938)9月16日に召
集され，歩兵第11聯隊に入隊した。そこで，
すさまじいしごきやいじめを体験，同年12
月9日，宇品港出港，華中・華北を転戦，
翌14年9月22日，山東省崖頭庄村での戦闘
で左手貫通銃創の負傷をした。現地の病院
に収容され（左写真），11月17日青島出発，
数日船にゆられて宇品着，広島・小倉・大
津の陸軍病院で治療を受けた。
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罹災証明書　
右が原爆，左が福山空襲によるもの

袋町国民学校臨時救護所で手当を受ける負傷者

昭和20年 (1945)10月6日　

世話課「遺骨原簿」

戦死者ごとに，遺骨の受領年月
日と遺族への交付年月日などが
記載されている。広島県民生労
働部世話課は，遺骨の伝達や引
揚援護など，敗戦直後の援護業
務を担当した。

平和塔　広島市皆実町

元は日清戦争の勝利記念とし
て建立された「凱旋碑」であ
ったが，「平和塔」に改変さ
れた。

引揚者の寮　

住宅難の引揚者のために寮
が設置された。日ノ出寮
（広島市宇品），同援住宅
（広島市基町），船越寮，竹
原共同宿泊所，安浦共同宿
泊所，西条寮，忠海更正寮
（写真・昭和36年）などが
あった。

「引揚者生活困窮者越冬寝具衣料品配給台帳」

引揚者には優先的に衣料品や寝具が配給され
た。
昭和21年4月から，生活困窮者緊急生活援護
要綱が施行され，軍事扶助法や戦時災害保護
法は執行停止となった（10月1日生活保護法
に移行）。これにより，軍人遺族，戦災者，
引揚者，在外留守家族などのうち生活困窮者
は一般の生活困窮者と同様に援護することに
なった。

大竹港に上陸する復員者

県内では宇品と大竹が復員・引揚者の上陸地となった。引揚のピー
クは昭和21年3～7月であった。総計で宇品に約17万人，大竹に約
41万人が上陸した。

「戦没者慰霊諸会一件」

山県郡中野村（現芸北町）銃後奉
公会による昭和17年からの村葬
関係書類が綴られている。昭和
21年（1946)9月に行われた村葬
が最後となった。
昭和21年11月，政府は，政教分
離の見地から，公共団体は公葬そ
の他宗教的儀式や行事（慰霊祭・
追悼式）を挙行してはならない，
同時に公共建物内の忠魂碑などを
撤去するよう命じた。そのため村
葬などの公葬は占領下では行われ
なくなった。
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はじめての戦没者追悼式（『広島遺族新聞』昭和27年7月15日）

昭和27年(1952)5月2日，全国戦没者追悼式にあわせ，県内各市町村で戦没者追悼式が行われた。
広島市では県と広島市の主催で実施され，県内市町村遺族代表400人と広島市の遺族12,000人が
参列した。

広島県招魂祭のポスター

戦後，招魂祭は旧護国神社跡の小祠で
内輪で行われていたが，昭和25年
(1950)の秋には遺族500人の参列を
えて大祭を行った。そして，講和後の
昭和27年4月，護国神社復興奉賛会が
結成され，昭和31年(1956)に広島城
内に広島護国神社が再建された。この
ポスターはその前年の昭和30年のも
のとみられ，遺族3,000人，来賓200
人が参列した。

広島護国神社における秋季大祭（左）と
大法要（右） 昭和36年(1961)

神社復興後，毎年10月22日に神式によ
る秋季大祭，23日に仏式による大法要
が行われるようになった。

「戦没者台帳」

昭和27年(1952)4月30日，戦傷病者戦没者
遺族等援護法が公布され，軍人・軍属の公務
上の負傷・疾病・死亡に対し国家補償の精神
に基づく援護がなされることになった。その
ため，県と市町村で戦没者の台帳が整備され
ていった。



8

予防課「被爆者健康手帳申請書綴」
昭和32年(1957)4月，原爆医療法が施行
され，被爆者健康手帳の交付が始まった。
同年度中に県内で106,952人が手帳の交付
を受けた。

広島市尾長小での被爆者検診　昭和33年(1958)3月17日

広島市が市医師会の協力をえて被爆者の集団検診を始めるこ
とになり，最初の集団検診が尾長小と大芝小で行われた。

大久野島毒ガス障害者協議会による東京
数寄屋橋での署名活動

昭和43年(1968)12月9日
陸軍が大久野島に設置した毒ガス工場の
従業員には戦後も毒ガス障害に悩まされ
る人々が少なくなかった。昭和36年
(1961)には認定患者に医療手当が支給さ
れ，昭和44年には一般患者に医療手帳が
交付されるようになった。

朝鮮半島・台湾出身の旧軍人・軍属，遺族への弔慰金等支給のポス
ター

在日の朝鮮半島・台湾出身の旧軍人・軍属及びその遺族には，恩給
法，戦傷病者戦没者遺族等援護法が適用されていない。これらの
人々に対して，「人道的精神に基づき弔意の意等を表すため」，平成
12年(2000)6月7日に新たな法律が公布され，弔慰金支給等の措置
が講じられることになった。

全戦没者追悼法要　平成12年(2000)9月30日

平成7年(1995)9月から，広島別院（安芸教区）では広島護国神社境内で
の戦没者追悼法要をとりやめ，独自に全戦没者追悼法要を行うことになっ
た。護国・英霊顕彰ではなく，戦争に対する慚愧（ざんき）の念，「怨親
平等」の思想による日本人のみでなく，外国人を含む全戦没者を追悼する，
という理由からであった。


